
   神 奈 川 県 県 税 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 

 神 奈 川 県 県 税 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 45 年 神 奈 川 県 規 則 第 43 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 第 １ 条 第 １ 項 中 「 第 ７ 条 第 ９ 項 」 を 「 第 ７ 条 第 ８ 項 」 に 改 め る 。 

第 ７ 条 第 ７ 項 を 削 り 、 同 条 第 ８ 項 中 「 及 び 前 項 」 を 削 り 、 同 項

を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 中 第 ９ 項 を 第 ８ 項 と す る 。 

第 17 条 中 「 地 方 自 治 法 」 の 次 に 「（ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ）」 を

加 え る 。 

 第 39 号 様 式 （ 裏 ） 中 「 領 収 証 欄 に 」 の 次 に 「 氏 名 等 を 」 を 加 え 、

「 20 （ 口 座 振 込 ） の 場 合 」 を 「 10 （ 直 払 ） 以 外 の 場 合 」 に 、 

「 

２  支 払 区 分 が 20 （ 口 座 振 込 ） の と き は 、 あ な た （ 貴 社 ） が 指

定 し た 預 金 口 座 に 入 金 さ れ ま す 。 

   な お 、 預 金 口 座 へ の 入 金 は 、 こ の 支 払 案 内 書 の 到 達 よ り 多

少 遅 れ る こ と が あ り ま す の で 、 御 承 知 く だ さ い 。 

３  支 払 区 分 が 32 （ 送 金 （ 為 替 等 ）） の と き は 、 同 封 し た 送 金

小 切 手 を 表 記 の 支 払 銀 行 の 窓 口 （ 為 替 の 場 合 は 、 最 寄 り の ゆ

う ち ょ 銀 行 又 は 郵 便 局 ） に 提 出 し 、 現 金 を お 受 け 取 り く だ さ

い 。 

４  通 知 年 月 日 か ら １ 年 を 過 ぎ ま す と こ の 支 払 案 内 書 で は お 支

払 い で き ま せ ん の で 、 速 や か に お 受 け 取 り く だ さ い 。 

 

不 明 の 点 は 、 次 の 事 務 所 の 調 査 統 計 担 当 課 へ お 問 い 合 わ せ く

だ さ い 。 

神 奈 川 県    事 務 所            

 」 

を 

「 

 ⑸  通 知 年 月 日 か ら １ 年 を 過 ぎ た と き は 、 こ の 支 払 案 内 書 で

は お 支 払 い で き な く な り ま す 。 早 め に お 受 け 取 り く だ さ い 。 

２  支 払 区 分 が 20 （ 口 座 振 込 ） の と き は 、 あ な た （ 貴 社 ） が 指

定 し た 預 金 口 座 に 入 金 さ れ ま す 。 な お 、 預 金 口 座 へ の 入 金 は 、

こ の 支 払 案 内 書 の 到 達 よ り 多 少 遅 れ る こ と が あ り ま す の で 、

御 承 知 く だ さ い 。 

３  不 明 の 点 は 、 表 記 の 事 務 所 の 調 査 統 計 担 当 課 へ お 問 い 合 わ

せ く だ さ い 。 



                            」  

に 改 め る 。 

 第 84 号 様 式 中 

「 

一 般  

利 用  

メ ン バ ー      人     円     円

ビ ジ タ ー     

                            」      

を  

「 

一 般 利 用     人     円     円

                            」  

に 、 「 国 体 」 を 「 国 ス ポ 」 に 改 め る 。 

   附  則  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 １

条 第 １ 項 、 第 ７ 条 及 び 第 17 条 の 改 正 規 定 並 び に 第 84 号 様 式 の 改

正 規 定 （「 国 体 」 を 「 国 ス ポ 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。） は 、 公

布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

２  改 正 前 の 様 式 に 基 づ い て 作 成 し た 用 紙 は 、 な お 当 分 の 間 、 必

要 な 調 整 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。 


